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ABSTRACT: This paper tries to organize the basic information regarding the possible discovery of sunken 
ships in the Southwest Archipelago. A paper of the same title was already issued last year, introducing 
the related arしifactcollections in Okinawa Archipelago. This time, the focus is upon the Amami 
Archipelago in order to complete the primary investigation on the possibilities of discovering sunken ships 
in the entire Southwest Archipelag・o. 

The paper includes reports on various artifact collections found in underwater and coastal areas, under-
water and land discovery of vessel furnishings such as anchor and ballast, and artifact collections from spe-
cific locations where the shipwrecks were recorded in archives. 

As a result, seven sites with maritime artifact distributions were recognized in Kagoshima and Amam1 
Archipelago, and six locations of stone anchor discovery were registered. One archival record about a ship-
wreck event was also found. Analyzing the entire information, a total of twenty five possible locations for 
sunken ship discovery are compiled in the Southwest Island and Kagoshima. 

1. はじめに

沖縄埋文研究2 (宮城他2004)において，沖縄諸島における沈没船発見の可能性のある事例につい
て紹介した．具体的には， 12世紀から17世紀までは遺物の採集事例を中心に，18世紀以降については
記録から沈没船と関わりのある事例について17地点の事例報告を行った.2004年には奄美諸島を中心
として，沖縄諸島の追加調査を含め同様の手法によって調査を継続した．以・ド， 事例を紹介する．
調究の「l的や意義，調査方法については前回の報告を参照されたい．

2. 調査概要
今同は調査前に得られた情報から下記の日程で調究を行った．

第 1次調査 (2004年5月）

宮古島八重千瀬 ・多良間島調査．昨年度は潜水調査を実施したが，今同は千潮時に最も八重干瀬が
あらわれるとされる浜下りの時期に合わせ，池間島沖の八重干瀬に座礁したとされるプロビデンス号
の座礁ポイントを調査した．多良間島ではさらに沖に向かって逍物散布状況の踏査を実施した．また，
前回できなかった鉄錨の実測も行った．

第 2次調査 (2004年7月）

今婦仁村沖潜水調壺．今帰仁村運天港沖では年代不明の木造船が確認され，古宇利島沖では戦時中
の軍船「エモンズ」の沈没が知られている．今回は潜水調査を行い，位｛竹座標と記録写真を撮った．
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第3次調査 (2004年9月）

奄美大島調査．奄美大島で確認されている周知の遺跡である「倉木崎海底遺跡」を調究
し，すでに

陸上に引き揚げられている碇石や場所がほぽ特定されている碇石採集ポイント （イカリ
浜）において

海底の調査を行った．既報告賓料 C菌奨1996) もあるが実測図等未報告の碇石があるため，実測図を

作成した．

第 4次調査 (2004年10月）

鹿児島坊津町 ・金峰町調査．鹿児島県坊津町坊津 ・泊 ・秋目，知党町知魏，金峰町吹上
浜の 5つの

海岸において海浜の踏査を行った．坊津と泊では現場で陶磁器を採集，坊津歴史賓料セ
ンター輝津館

と金峰町教育委員会ではこれまでに採集された陶磁器を確認した．

第5次調査 (2004年11月）

沖永良部島調査．沖永良部島和泊町のウジジ浜では英国カナダ籍船トループ号の座礁ポ
イントにお

いて潜水調査を行った．海底では追物の散布を認めることはできなかったが，採集追物
が地元に保管

されておりこれを確認することができた．

第6次調査 (2005年 1月）

徳之島調査．徳之島の幾つかの海岸で調査を実施したが，伝承で伝わるオランダ船座礁
地点では陶

磁器等の散布は認められなかった．

3. 遺跡 （確認地点） の紹介

本章では，既に周知の追跡として，また今回調査によ って確認された遺跡や造物散布地
，沈没船関

連事例としての碇石などについて紹介していきたい．紹介にあたっては，前回の調査
（宮城他2004)

にアルファベッ ト記号を追加する形でおこなっている．このため，先の報告の補記を行
うものについ

ても掲載した．前回も記述したがアルファベット記号で地点名を示すのは，今後これら
の遺跡や逍物

採集地点は，直接保存管理する市町村教育委員会によって名称が決められる方がよいと
判断したため

である．また当該地点はあくまでも追物採躾地点や文献により場所がほぽ特定できる地
点であり，追

調査によ って厳格に検討されるべき場所と考える．

r地点 （鹿児島県大島郡龍郷町イカリ浜） 中世

奄美大島で7本の碇石を確認することができた．

但し，出土地点が確認できたのは龍郷町イカリ浜

(r地点）で確認された 2本の碇石 1件だけであ

る．あわせて，イカリ浜の潜水調査を実施したが

造物の散布などは認められなかった．ここでは，

奄美大島において確認されている未報告の碇石に

ついて報告する．奄美大島の碇石については堂碩

氏が詳細な報告（裳慎1996)を行っているが，そ

の当時から場所が移動しているものもあるため，

現在の所在地一既表を作成した． 写真 1 龍郷町イ カリ浜

宇検村 宇検村では3本の碇石を調査した.2本は宇検公民館の庭に， 1本は田検小学校裏の井戸
の

橋桁として転用されていた．宇検公民館所在の碇石は便宜的に大きい方をA,小さい方をBとした
．
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地点名 出所 採集沢科 保,f均所

r地点 比児島県奄文大島祁狐•rイカリ浜 碇，，，
住川村奄又アイランド・

閥郷町中央公民館

s地点 鹿児島県奄笑k島1中財fitA、給 12-13世紀中国凶磁岱 字検村教If委H会

1地点 鹿児島県り,II渭fi1'11兵 It磁等 歴史f,i料センター柘ti!館

uJ也点 鹿児島~ltJ,ilt町久芯浦・博多浜 陶磁岱 歴史ti料センタ一郎/ll館

V地点 庇児島県1),/11町秋11油 船jj,.の一部 歴史力料センタ一郎lit館

w地点 庇児島金絆•r吹上浜 肥前磁器 金峠町教n姿且会

x地点 鹿児島県沖水H部島知名町ウジジ浜沖 金属製品
ダイビングショップ

rアミーゴJIIJ4,先友氏

y地点 鹿児島W,if界島沖

w地点

r!' 

V地点--
／ I 

u地点 '"v 

｀ 
直点 。

゜
゜
゜

r地点
y地点

s地点 —· 一雷゚，，ノ冷 忍‘
ぃ
ジ~ x地点

遺跡・遺物散布地

地点名 出所 採掛沼料 保笠楊1fr

No.I 宇検村'j'検集沿錠家 碇fi 字検村字検公民館廂

No2 宇検村字検集洛碇家 碇石 字検村'1'検公民館lif;

No.3 字！紺Jm検小学佼淡のJI:戸 碇石 宇検村fl!検小学校良の井戸

No4 碇石 名瀬~j俺英博物詑

No.5 龍郷町秋名集沿肥後家 碇石 名瀬,tirli役所夷肥後家

No.6 紺郷町イカリ浜N• 碇石 （セ用村奄災アイランド

ふ7 龍お町イカリ浜沖 碇石 龍郷町中央公民館

0

0

 

。
゜

゜

No.3 

ご/必 No.7 
Nol ·~\ 

<? 
＼ No.5 

i翌． ＼

ぃ No.6 

d 

碇石

第 1図 遺跡 ・遺物散布地確認地点
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第1表奄美大島所在碇石一覧

No. 発見場所 現所在地 酋箕1996 長軸 分類

1 宇検村宇検躾落碇家 宇検村宇検公民館庭 未報告 309 cm lA類

2 宇検村宇検集落碇家 宇検村宇検公民館庭 未報告 282 cm lA類

3 宇検村田検小学校裏の井戸 宇検村田検小学校裏の井戸 未報告 112 cm (復元） 2類

4 ？ 名瀬市奄美t専物館 未報告 225 cm 1 A類

5 龍郷町秋名集落肥後家 名瀬市市役所裏肥後家 瀧郷町秋名集落 肥後家 326 cm lA類

6 龍郷町イカリ浜付近の海底 住用村奄美アイランド 住用村奄美アイランド 300 cm l C類

7 龍郷町イカリ浜付近の海底 龍郷町中央公民館 龍郷町中央公民館 200 cm 1 C類

2本と も以前は宇検集落の碇家に置かれていたものだが，現在は宇検公民館に移転されている．松岡

氏の 1A類に該当するものである（松岡1981). 石材 ・加工方法ともによ く似ており ，1船の船舶に

使用されていた可能性が高いと思われる．田倹小学校裏の井戸に転用されているものは小型で，2類

に該当すると思われる．いずれも出土地点等については不明である．宇検村といえば，近隣には後述

する倉木崎海底造跡が所在する．碇石が陸上にあって，その行政区内に遺物散布がある事例といえば，

沖縄でも久米島の宇江城の碇石とa地点（ナカノ浜）の事例が知られる．時代，碇石の形状からも近

い事例として典味深い．以下，今回調資した碇石について紹介する．

No. 1 宇検公民館碇石A (第2図，写真2~ 4) 大島郡宇検村宇検公民館に所在する．宇検集落

の碇家にあったものだが，現在は公民館庭のため池の橋に利用されている．全長309Cm, 掟身着装

部幅20C mX深さ0.5~1 Cm, 固定溝幅5C mX深さ1.5C ffi, 中央部幅35.5Cm X厚30cm, 先端

部幅27cmX厚22cmを図る．石材は凝灰質砂岩と考えられる．幅 ・厚みともに中央部が最も大き く，

先端部に向かうにつれて先細りする．腕部の稜には，僅かだが垂直方向の剥離痕が明瞭に残る．制作

時に残ったものか使用中に残ったものかは判断できない．上下左右対称構造を志向することから，松

岡氏の分類によるlAに該当する．

No. 2 宇検公民館碇石B (第3図，写真5~ 8) 大島郡宇検村宇検公民館に所在する．以前はA

と同様に宇検集落の碇家にあった ものだが，現在は公民館の脇に置かれている．全長282Cm, 掟身

着装部幅25cmX深さ 1Cm, 固定溝幅6cmX深さ 1CID, 中央部幅33cmX厚29cm, 先端部幅

29.5 Cm X厚21CIDを図る．石材はAと同じ く凝灰質砂岩と考えられる．幅 ・厚みともに中央部が最

も大きく，先端部に向かうにつれて先細りする．腕部の稜には僅かだが，垂直方向の剥離痕が明瞭に

残る．制作時に残ったものか使用中に残ったものかは判断できない．上下左右対称構造を志向するこ

とから，松岡氏の分類による lAに該当する．

No. 3 田検小学校裏碇石 （第4図，写真9~11) 大島郡宇検村田検小学校裏の井戸の橋桁に転用

されている．平面は細長い長方形で，断面がほぽ正方形の棒状を呈する．一部破損しており ，半分は

コンクリートで固められているため，全体を伺うことはできないが，破損している方は一部だけ露胎

しているため，厚みを計上することが可能であった．中央に掟身着装部と考えられる幅広の溝を有す

るこ とから碇石と判断した．反対側の面にも設けられているかは不明である．掟身着装部を中心に左

右対称と考えて復元すると全長111C ill, 幅10cmX厚10Cmを図る．石材は判断できないが，石色

は黄色を呈し砂質である．
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第 5図 名瀬市奄美博物館碇石

写真12 名瀬市奄美博物館碇石

写真13 軸着装部 写真14 固定溝
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名瀬市 名瀬市では 2本の碇石を確認した．その内 1本 (No.5)は以前は龍郷町秋名の肥後家に所
在していたもので，霜館氏によ って報告されているものである．現在は移転し，名瀬市役所衷の肥後
家の庭に保管されている．もう 1本 (No.4)は奄美博物館に保管されているものであ り，今同，学
芸Jlの邸梨修氏に便宜を図っていただき実測等の調介をすることができた．

No. 4 名瀬市奄美博物館碇石 （第5図，写真12~14) 大島郡名瀬市奄美栂物館に所在し，‘常設展
示として展示されている．全長225Cm, 掟身4咋装部幅12cmX深さ0.5Cm, 固定溝幅5cmX深さ
1.5 Cm, 右側の中央部幅28cmX彫17.5cm,先端部輻18Cm X)双11Cm, 左側の中央部幅28.5Cm 
x原18cm, 先端部幅16.5cm XJ厚13.5Cmを図る．石材は判断できないが，比較的柔らかい石材な
のか磨耗が芝；しい．松岡氏の分類による lA類に該当するが，先端部における左右の輻や}.'/さに違い
が見られる．この違いが製作時からの違いなのか，使用等による1弁耗によるものなのか判断ができな
かった．

S地点 （鹿児島県大島郡::j:検村）12ilt紀後半~13世紀前l・・
この場所は「倉木崎海底迎跡」として周知されており ，焼内而入IIの枝手久島北側海峡の比較的浅い
海底に所在する．平成8年~10年に海底調査が実施され，龍泉窟系のt'f磁 ・同安窯系行磁等を中心と
した多祉の陶磁器群が回収されている （字検村教脊委員会1999). 今同，宇検村教育委員会の元田氏
に使宜を図っていただき船にて現場まで移動し，シュノーケルによる潜水調介を実施した．その結果，
現在も造物が多茄に散布しており ，その集中する地点は報告料にi記載されているとおりの範囲であっ
た．

写真15 遺物散布状況① (S地点） 写真16 遺物散布状況② (S地点）

写真17 調査風景 (S地点） 写真18 船酔いするM
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t地点 （鹿児島県坊津町泊浜）中世～近世

鹿児島県坊津町では海岸で多くの陶磁器が採集されている （橋口1998). 採集された陶磁器を現場及

び資料館で確認することができた．坊津泊浜採集の造物に陶磁器が癒着した状態の資料があった （第

6図写真19). このような不良品の陶磁器が採集されていることは，この場所が荷楊げ場と して利

用されていたことを物語るものと考える．

u地点 （鹿児島県坊津町久志浦 ・博多浜）中世～近世

鹿児島県坊津町の久志浦 ・博多浜では海岸でも陶磁器が採集されている．博多浜では港の地名や屋号

を多く残している．博多もそのひとつであるが，唐人町や交易場といった屋号はこれをよく表してい

る．かつて隣接するエゴンタンでは日本水中考古学会によって調査が行われている （南日本新聞1986

他）．

V地点 （鹿児島県坊津町秋目浦）中世～近世

鹿児島県坊津町の秋目浦でも採槃されているようであるが，調査時には散布を確認するには至らなかっ

だいずれにせよ坊津町の t ・U ・V地点は港として有名である．今後の詳細調査によっては海域に

おいて沈没船が発見される可能性があるものと考える．実際に工事中に船体の一部が発見されており，

その資料が展示されている．

-------、 IL..:.., 

,, 
-------' 

I - I 
二cmふ1/1

第6図 溶羞した陶磁器 (t地点採集遺物） 写真19 溶着した陶磁器 (t地点採集遺物）

写真20 坊津泊浜遠景 (t地点） 写真21 吹上浜調査風景 (w地点）
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w地点 （鹿児島県金峰町1次1沿．浜）近!It
金峰町教有委l1会では，吹[-.浜で採集された肥前磁器を確認することができた．採集された陶磁器は
イ[II」•伊H里で束南アジア向けに生廂されたものを含むことから，東南アジア向けの船舶からの拾荷
等によって散布したものと推測されている（大柏1985). 今1111,表面罰介を実施し少悩の陶磁器散布
が確認できたがその：，しは 一時期より格段に少なくなってしまったという・

x地点 (I鹿児島県沖永良部1;詔月1名町ウジジ浜，シートループ号）1890年座礁
1890年 （明治23年）．鹿児島県神永良部島知名町ウジジ浜沖でイギリス籍カナダの帆船リジー・シー
トループ\j-が座礁 ・ 沈没した.H鮒泄を出港し~iti路に至る途中であっ た．乗組1122名の内， 12名が死
亡し，生存者は名瀬経111で鹿児島へ護送されネ1j1J i県庁に引き渡されたという. 2年後の1892年，カナ
ダ政府から謝礼金と感湖の銘が刻まれた望辿鋭が厠けられた．その後，巨人な鉄錨2本が海底から引
き楊げられたが大阪の商人がどこかに迎び出したという ．さらに， トループリ.に関係すると思われ
る鉄製品が何本か引き楊げられている．当時の神水良部島鋼鉄では金具を作る鍛冶職人がいなかった
ため，迎路工・J溝等で重宝された．知名町でi魚師をしていた占名からの間取湖査によれば，昭和初期の
頃シートループサと息われる船体の 一部が海底でi柑胎しており，周辺には船窓が散乱していたため，
引き拗げて地金娯に売った．現ti:,船体は砂に埋ま って少しえなくなってしま ったという．
現在，地元のダイビングショップ「アミーゴ」の山本先友氏が熱心に講1tをしており，関係文献の
収集や湘底調介を行っている．その結呆， 1本の長大な鉄製品が湘底で発見され， 1,,]氏が保符してい
る（第8!:xi,'Tj'. 真24~25). 

今1111,山本先友氏の案内で座礁地、1¥の情水凋1fを実施した．海/',!:は怜/j流の厳しいところで危険な息
いもした． しかし，辿物の骰布等を確認することはできなかった．

心..... 
・--ヽ・--

D 

こ珊夕． ~—· 

The Saint John-built Lizzie C. Troop in a painting dated 1885. 

第7図 トループ号画（註 1)
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写真22 ウジジ浜近景 (X地点）

写真24 ウジジ浜沖引き揚げ鉄製品 (X地点）

写真23 復元したトループ号 (X地点）

写真25 同先端部 (X地点）

1.0m 
(S=l/10) 

第8図 ウジジ浜沖引き揚げ鉄製品実測図 (X地点）

y地点 （鹿児島県喜界島） 1877年座礁

文献のみの資料であるがシートループ号に先行する1877年 （明治10年） ，喜界島の沖合でイギリス

船が座礁 ・沈没した．乗組員の大半が死亡したが13人が生存し，長崎へ護送された．まもな くイギリ

ス政府から謝礼の品々が届いたという（註 1). 

沖縄県においても当該期 （幕末～明治）には多くの船舶が南西諸島沿岸海域で座礁 ・沈没している
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ことが確認されている．このような座礁沈没事例は沖縄だけの特徴でなく ，砲美諸島を含み広範即に
及ぶことが想定されるが，これを示す好例としてあげることができる．

q地点 （沖縄県宮占郡城辺町古野） 1853年座礁
忌古島で昨年調壺した吉野のバラスト脊料について，沈没船との関わりが不明であったが，追跡調査
によって1853年に新城村後之油より約500mの沖合で座礁沈没した英国藉の船（平2001)のものであ
る11]能性が閲いとことがわかった．

4. 沈没船事例の紹介
平成15~16年度に2年間にわたってこのような調査を実施してきた．調査では，多くの方のご協力
を得て実施し梢報の提供をいただいた．前同晶査とあわせて集成した沈没船発見の可能性のある地点
はあくまでも沈没記録やその発見の可能性を類推することのできる辿物の発見事例を通して沈没船を
発見しようと試みるものである．しかし，実際には海指近くの多くの散布地では残念ながら船体その
ものの発見には至っていない．他）i, ij的とする中11しもしくは近iltに往米した船とは無関係であるこ
とは否めないものの，木造船もしくは戦時中の沈没船については幾つかのLド例を確認することができ
た．

い地点（運天漁港沖）木造船

ろ地点 （古宇利沖）アメリカ軍船

写真26 古宇利島沖アメリカ軍船① （ろ地点）

J
l
 

写真28 運天港沖木造船① （い地点）

写真27 古宇利島沖アメリカ軍船② （ろ地点）

写真29 運天港沖木造船② （い地点）
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5. まとめ
以上，昨年度に続き今回は奄美諸島を中心に鹿児島県域における近世以前の沈没船 • 海難事故等関

係の調査成果をまとめた．今回の調査によ って南西諸島の沈没船座礁地点や海岸で陶磁器が
採集され

る地点を集成することができた．これによ って基礎的な情報の整理が行えたことと考える．
その数は

総計で25地点 (a~Y地点）に上る．また，未報告の碇石を含め，現在南西諸島で確認することがで

きる碇石は沖縄諸島で4例，奄美諸島で 7例である．北部九州を除けば日本列島の中で最も多
く確認

されていることになる．

この2カ年間の成果を地図に示す （第9図，第10図，第2表）．

今回の重要な成果の一つとして近代から戦争時の事例ではあるが，具体的な沈没船体を確認
するこ

とができたことがあげられる．一連の調査によって沈没の文献記載や伝承が伝える事例を現
場で確認

し，陶磁器採集という事実から，沈没船が発見できる可能性を示唆しており，今後も海浜や
海底での

探査を続けることが厘要であることを実証できたものと考える．

今後の課題として，研究の深化とともに，やはり迫跡の周知化につきると考える．これについ
ては，

陸上の追跡（埋蔵文化財）についても言えることで，水中遺跡との差は無い．以下に文化庁
が発行し

た 「遺跡保存方法の検討ー水中遺跡ー」 引用する （荒木2001). 

「「文化財保陵法」にいう埋蔵文化財とは， 「土地」に埋蔵された文化財のことをいい （法
第57条

第1項），文化財の種類ではなく，文化財の存在する状態を意味する． 「土地に埋蔵されている」と

いう状態には，土に埋まっているもののみならず，水中に没しているものも含まれる．一般
に埋蔵文

化財というと，陸上において埋蔵された辿跡や追物を想起しがちであるが，水中にある辿跡
にも文化

財保護法が適用されるのである．

文化財保護法では，文化財が埋蔵されている土地を発掘調査しようとする場合，事前に文化
庁長官

に届け出ることが義務づけられている（法第57条第1項）．これは濫掘などによる追跡の破壊を防止

するための制度であり，水中の辿跡についても，ダイバーなどが勝手に辿物を引き揚げたり
，辿跡の

現状を改変することができないことになっている．また，埋蔵文化財を包蔵する土地として
周知され

ている土地において土木工事などを実施する場合にも，事前の届出や通知が必要とされてお
り（法第

57条の2,第57条の3)'遺跡の新発見にともなう規則 （法第57条の 5,第57条の6)もある．こ
れ

らは，当然のことながら水中の追跡ににも適用される.J 

上述するとおり，地下も海底も同じ埋蔵文化財であり法の保設下にあることをより認識する
べきで

ある．テレビや新聞報道でしばしば沖縄の近海でも宝探しのような記事が踊るが，これは水
中逍跡が

危機的状況にあることを示している．今後は追跡の周知化とともに，文化財保護法を遵守し
これらの

水中追跡の保存問題に取り組むべきと考える．

今回の調査を通して，海底で作業を行う場合において専門的知識が必要であることを改めて
痛感す

ることとなった．これについては陸上の追跡での調査手法を簡単に持ち込むことができず，
水中では

諸種の特殊な技能を有していなければ調査が行えないということに起因する．このため，
水中考古学

を専門とするスタッフの育成こそ緊急的な課題として考えなければならない．
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u地点
";:) 

t地点

゜00 
。
゜

゜

n地点

h地点

a地点~p地点 2004年報告

q地点~y地点 ・い・ろ地点 2005年報告

第9図 遺跡・散布地確認地点 (2004~2005)
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パラスト No.1~ 10地点は、碇石 (2005年2月現在）

第10図碇・バラスト
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